
 

 

平成２３年１０月１７日 

 

ストックホルム条約残留性有機汚染物質検討委員会第７回会合 

（ＰＯＰＲＣ７）の結果について 

 

残留性有機汚染物質を国際的に規制するストックホルム条約で規制対象と

するべき物質について専門的な検討を行う「残留性有機汚染物質検討委員会」

（ＰＯＰＲＣ）の第７回会合（年次会合）が、１０月１０日から１４日までジ

ュネーブにおいて開催されました。  

本会合では、継続審議の１物質（ＨＢＣＤ）と新規提案の３物質（ＣＮ、Ｈ

ＣＢＤ、ＰＣＰ）について議論され、ＰＣＰ以外の物質については規制に向け

た評価プロセスを進めることとなりました。 

 

＜今回の会合での決定内容＞。 

（１）条約対象物質：ヘキサブロモシクロドデカン（ＨＢＣＤ） 

（提案国：ノルウェー）、【主な用途】難燃材 

 当該物質を規制対象物質とするよう締約国会議に勧告することが決定 

されました。 

今後、代替物質、コスト及びその効果等の追加情報を収集し、次回第８

回会合（ＰＯＰＲＣ８）において、附属書Ａ（廃絶）、Ｂ（規制）等の特

定と個別適用除外候補について検討されることになりました。 

 

（２）条約対象物質としての検討 

① 塩素化ナフタレン 

（提案国：欧州連合）、【主な用途】エンジンオイル添加剤、防腐剤等 

塩素数２以上を対象とすることとし、リスクプロファイル案（締約国会

合へ勧告するための資料の前段階として作成する危険性の概要案）を作成

する段階に進むことが決定されました。 

 

② ヘキサクロロブタジエン（ＨＣＢＤ） 

（提案国：欧州連合）、【主な用途】日本での用途は不明 

リスクプロファイル案を作成する段階に進むことが決定されました。 

 

③ ペンタクロロフェノール（ＰＣＰ）とその塩及びエステル類 

（提案国：欧州連合）、【主な用途】農薬、殺菌剤 

環境省同時発表 



 

当該物質と当該物質の代謝物の関係について、さらに科学的知見を収集す

ることとされ、次回会合で検討することとされました。 

 

 ④ 短鎖塩素化パラフィン（ＳＣＣＰ） 

（提案国：欧州連合）、【主な用途】難燃材 

引き続き、毒性学的相互作用の評価等の情報収集等を行うこととされま

した。 

 

【参考１】今後のスケジュール（予定） 

２０１２年（平成２４年）１０月（予定） ＰＯＰＲＣ８ 

２０１３年（平成２５年）（予定） 第６回締約国会議（ＣＯＰ６） 

 

【参考２】「残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約（ＰＯＰｓ条約）」とは 

「残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約（ＰＯＰｓ条約）」は、環境中での

残留性、生物蓄積性、人や生物への毒性が高く、長距離移動性が懸念されるポリ塩化

ビフェニル（ＰＣＢ）、ＤＤＴ等の残留性有機汚染物質（ＰＯＰｓ：Persistent Organic 

Pollutants）の製造及び使用の廃絶といった規制に関する条約です。 

 

条約対象物質への追加について検討するための検討委員会（ＰＯＰＲＣ）が設置さ

れており（我が国の北野大 明治大学教授を含む３１名の専門家より構成）、新たに提

案された物質について、①スクリーニング、②危険性に関する詳細検討（リスクプロ

ファイル）、③リスク管理に関する評価の検討プロセスを経て、ＰＯＰｓ条約の締約国

会議（ＣＯＰ）への勧告を行います。 

 

ＣＯＰでの決定の後、各加盟国は、対象物質について、国内法令（我が国は化審法

等）で製造、使用等を規制することになります。 

 

【参考３】関連するホームページ 

経済産業省関連情報ホームページ 

http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/int/pops.html 

ＰＯＰｓ条約ホームページ（英語） 

http://www.pops.int/ 
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